
賞品：クリアファイル、勾玉製作キット、展覧会招待券など、各館で異なります。
　　　※賞品内容は、各館にお問い合わせください。

お好きな３館をめぐって、３つのシールをあつめると、「３館賞」を

プレゼント！賞品は、各館で用意しています。

賞品：常滑窯の片口鉢セット（盛り皿・小鉢）
　　　（抽選 30 名様、賞品は期間終了後、最寄りの館にてお渡しします。）

今回の愛知やきものヒストリーは、やきものの使い方をテーマにしています。

各館では、「くらし」「いのり」「みる」「たべる」いずれかをテーマに、

３つのブロックに分かれてやきものを展示しています。

各館をめぐり、スタンプ（シール）を集めて、いずれかのブロックで

パーフェクトを達成すると、「愛知のやきもの賞」をプレゼント！

愛知県でつくられたやきものは、人びとの生活のなかで様々なこと

に使われました。やきものの「使いかた」をテーマに、県内各地の

やきものヒストリーを追いかけよう！

対象施設をめぐって、素敵なプレゼントをゲットしてね☆

スタンプシートは各館で配布しています。
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愛知のやきもの賞賞品

常滑窯の片口鉢セット

※愛知やきものヒストリー2021に関するお問い合わせは、みよし市立歴史民俗資料館（担当：平井）、

　愛知県陶磁美術館（担当：大西）、とこなめ陶の森資料館（担当：小栗）にて承ります。

ところなまえ でんわ

ところなまえ でんわ

ところなまえ でんわ

ところなまえ でんわ

愛知やきものヒストリー
公式 Facebook
最新情報を発信！



明治時代以降、海外への輸出用陶磁器生産が大きく

進展していきます。それと共に西洋からの新技術

の導入、生産工程の工業化、鉄道網の整備や名古

屋港の開港、貿易商社の集結といった、やきもの

の生産・流通・販売などの各方面で近代化されて

いきました。その一方で、陶芸という美術工芸の

分野が芽生え、発展していきました。

中世に引き続き、瀬戸窯・常滑窯が大きな産地です。

瀬戸窯では筆で絵の描かれたやきものが盛んに作

られますが、19世紀にはそれまでの陶器に加えて

九州から磁器作りが伝わります。常滑窯では甕等

の大物が主力ですが、19 世紀には急須や茶道具

等も作られ始めました。他に名古屋等、各地で様々

なやきもの産地が生まれました。

平安時代後期から東海地方の各地で山茶碗の生産が

行われました。鎌倉時代になると、山茶碗の生産を

ベースとして瀬戸窯で施釉陶器、常滑・渥美窯で壺・

甕・鉢を主体とした焼締陶器の生産が開始されます。

特に、瀬戸窯は国内で唯一の施釉陶器を生産した窯

として有名で、常滑窯とともに中世を通して生産が

行われていきました。

古墳時代に伝わった須恵器は、その後もたくさん

作られ、奈良時代になると愛知県は猿投窯をはじ

めとする、やきものの一大生産地となりました。

さらに平安時代になると、淡緑色をした緑釉陶器

や灰釉陶器といった高級な陶器を作るようになり

ます。これらの陶器は、当時の都をはじめ全国各地

に運ばれていきました。

弥生土器を引き継ぐ土師器と、新たに朝鮮半島から

技術が伝わった須恵器があります。土師器は各地

で作られますが、須恵器はより高い温度で焼くため

の窯が必要で、製作地は限られます。新来の須恵器

は様々な形を生み出し、装飾豊かなものも多くあり

ます。古墳に並べられる埴輪は、筒形の他、家形

や動物形、人形等が作られました。

紀元前４～３世紀（一説には紀元前10世紀）ころ、

大陸から北部九州にコメ作りが伝わりました。こ

れにより、日本は食物を獲る時代から作る時代へ

と変化しました。土器も、たくわえるための壺や

炊く甕が多く作られ、他にも盛り付ける高坏や鉢

が使われるようになりました。

縄文時代には各地で地域色豊かな縄文土器が作られ、

他の地域の土器の形や作り方に影響を与えあって

いました。愛知県がある東海地方は、東は関東地方、

西は関西地方、北は中部地方と北陸地方に接して

いるため、これらの地方の影響を受けた土器が多く

見られます。縄文時代の東海地方では、日本列島

各地の文化が行き交っていたことがわかります。
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